清水勝利

もらってうれしい花いちもんめ、あげてうれしい花いちもんめ

タラ・キスムンド記者

フィリピン・デイリーインクワイアラ

７３歳になる日本の商売人、清水勝利にとって毎週のバタンガスの学校詣では、無慈悲なおやつの強制で血糖値の上昇を意味した。

「ちょうどおやつを食べてきたところなんです」、あるいは「まだお腹いっぱいなんです」、と先生方に言っても「ちょっとだけでも箸を付けてください、これがフィリピンスタイルのおもてなしですから」と言われると断るわけにはいかず、わたしは学校訪問をするたびに食べて、食べて、食べまくる羽目になりました、と清水は語る。

「それでどうなったと思いますか？　糖尿病の悪化です。おもてなしの一環としてこれからは糖尿の薬も一緒にください。」と１９６９年以来フィリピンで中古船仲介を営んできた同氏は冗談を飛ばす。

これが清水が第２の故郷とみなすこの島の定評あるおもてなしの幸福な結論である。そして彼はこの活動を続けていくと言明している。

ルソン島南部とともに台風の直撃を受けたバタンガスで先週水曜日、清水と日本大使館代表者からフィリピン文部省高官への平屋建て６教室の贈与式典がバタンガス市タリサイのベナンシオ・トリニダッド・シニア記念高校にて行われた。

もっと建てるぞ

清水は今後３年間に少なくともあと２０教室を建設すると約束している。それぞれ２教室ずつがバタンガス市カラタガンのカレトナン小学校とカルロッサ小学校でも建設中である。「３年間だって？と思ってらっしゃるでしょう、もっと急げよ、早くやれよ、時間がないんだ、と。違いますか？ご心配なく。仮に私がおっ死んだとしても私の息子が後を引き継ぎますから。彼が私が始めたことを継続しますから」と冗談めかして清水は語った。

教室はR.K. Shimizu 長崎財団による７４０万ペソの贈与と、フィリピン国軍国家開発援助部隊第５１工兵隊の役務提供によって建設される。

自分の生れ月である７月中に引渡したいというのが清水の誕生日の願いであった。(彼は去る７月１３日に７３歳になった）

「このような教室をプレゼントされれば普通は嬉しいでしょう。でもよく考えてみてください。もしあなたがプレゼントする立場だったらもっと嬉しいはずです。ですから皆さんが喜んでわたしからのプレゼントを受け取ってくださればわたしは今日、フィリピンでいちばんの幸せ者ということになります。」と清水は語る。

彼の贈与には彼の出身地である長崎県からの耐震構造の机と椅子の贈与も含まれている。また６台の液晶テレビも含まれている。

「教室を建設するということは、同時に２国間の持続する友好関係の礎をも建設しているということであります」と受諾スピーチにてアルミン・ルイストロ文部大臣は答えた。

同大臣はさらに今年３月に３重の悲劇に見舞われた母国の惨状にもかかわらず約束を果たした清水の強固な意志を讃えた。「母国の救援を優先せざるをえないという状況をフィリピン政府はじゅうぶんに理解しています、とわたしは清水に伝えたのです」と大臣は語る。

限られた基金で運営されている文部省は、およそ６万の教室が不足していることを訴え、経費節減のため民間企業や地方行政組織に応分の負担をするよう求めている。

